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問１：｢日本の飛行機の父｣と呼ば 

れる人の名前は何というで 

しょう。 

(              ) 

 

問２：サブ見出しに｢飛行成功｣と 

   ありますが、写真では空を 

飛んでいる感じがしません。 

どのような飛行に成功した 

   のでしょう。 

数秒間、機体を浮かせる 

(       )飛行で、 

(   )回目の挑戦で(  )メートルほどの高さに浮上し、約(  )秒間、 

(   )メートルにわたって宙を舞った。 

 

問３：インタビューに答えた山本海翔さんがこの飛行機を作成するのに、難しい 

   と感じていたのはどんな作業でしょう。 

(                                  ) 

 

発展：この記事を読んで感じたこと、考えたことを書きましょう。 

 

 

 
 



【活用にあたって】 

 道徳が教科として扱われるようになるかも・・・という

情報は、教師にとっては大いに戸惑いを感じさせることで

しょう。今後が気になるところです。 

学校現場では一般的に資料を活用して、自分や自分たち

の生活と結びつけながら道徳的価値に迫ろうとし、その最

後の段階に教師の説話を入れ、まとめていく授業が一般的

だと思います。 

こうした記事は道徳の授業の中で、｢資料｣としても｢説話

の材料｣としても活用できるのではないでしょうか。また、 

朝の会や帰りの会における教師の講話にも活用できると思

います。 

解答例 

問１ ： 二宮忠八 

問２ ： ジャンプ ・ 五 ・ 一 ・ 五 ・ 七十 

問３ ： 両翼を接合する作業 

発展 ： 偉大な先人の図面を基に、公立の高校生たちが

飛行機を製作し、飛行を成功させたという事実

にからめた感想や考えを具体的に書けていると

よいですね。 

 


